
　

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

の
調
査
に
よ
る
と
、
進
路
指
導
に
お
い

て
高
校
教
師
が
重
視
す
る
の
は
、
大
学

の
入
試
難
易
度
、
就
職
実
績
と
い
っ
た

「
入
口
」
と
「
出
口
」、
そ
し
て
学
部
・

学
科
の
教
学
内
容
で
あ
っ
た
（
図
１
）。

一
方
、
教
育
方
法
改
善
へ
の
取
り
組
み

に
対
す
る
関
心
は
相
対
的
に
低
い
。

　

近
年
、
社
会
か
ら
の
大
学
教
育
に
対

す
る
期
待
を
背
景
に
、
学
生
本
位
の
教

育
を
追
求
す
る
大
学
が
増
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
入
口
」「
出
口
」
に
比
較

し
て
、「
教
育
方
法
」
の
情
報
は
高
校
現

場
に
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
。「
入
口
」

「
出
口
」「
教
学
内
容
」
に
加
え
て
、「
ど

の
よ
う
に
学
生
を
育
て
て
い
る
か
」「
学

生
が
ど
う
学
べ
る
の
か
」
と
い
う
「
実

践
の
具
体
的
な
中
身
を
見
る
」
こ
と
も

必
要
だ
ろ
う
。
本
連
載
で
は
、
大
学
で

の
学
生
に
対
す
る
教
育
実
践
の
取
り
組

み
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
大
学
選
択
の

新
し
い
視
点
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

第
１
回
は
、
学
部
を
横
断
し
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
学
生
の
視
野

を
広
げ
、
学
ぶ
意
欲
を
喚
起
さ
せ
て
い

る
取
り
組
み
を
追
う
。

教
育
の
「
中
身
を
見
る
」視
点
が

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に　
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図1 大学選択指導のために教師が重視する情報と把握度

出典／Benesse 教育研究開発センター「進路指導・キャリア支援教育に関する高校
教師の意識調査報告書（09年度版）」

学生が伸びる学び方

子
ど
も
が
成
長
す
る
瞬
間
は
、
学
び
の
過
程
の
中
に
あ
る
。

近
年
、
大
学
で
は
学
生
の
成
長
を
よ
り
促
す
た
め
、
学
習
過
程
を
工
夫
し
た
教
育
活
動
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
志
望
校
選
び
の
観
点
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
情
報
の
少
な
い
「
大
学
の
教
育
活
動
」
に
焦
点
を
あ
て
る
。

専
門
性
を
見
直
し
意
欲
が
高
ま
る

学
部
横
断
型
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
号
の
視
点
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大
学
で
の
学
び
の
中
心
は
、
専
門
領
域

の
追
究
に
あ
る
。
し
か
し
、
専
門
に
こ
だ

わ
る
あ
ま
り
、
就
職
時
に
、
可
能
性
を
学

生
が
自
ら
限
定
し
た
り
、
他
の
価
値
観
に

興
味
を
示
さ
な
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま

え
、
武
蔵
大
で
は
、
学
生
が
多
様
な
価
値

観
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
「
三
学
部
横
断

型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設

け
て
い
る
。
全
３
学
部
（
経
済
・
人
文
・

社
会
）
の
学
生
に
よ
る
混
合
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
企
業
が
出
し
た
課
題
の
解
決
案
を

チ
ー
ム
で
考
え
提
示
す
る
と
い
う
「
Ｐ
Ｂ

Ｌ
（
課
題
解
決
型
授
業
）」
で
進
め
る
（
図

２
）。
２
０
０
９
年
度
に
文
部
科
学
省
の

教
育
Ｇ
Ｐ
に
選
定
さ
れ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
経
済
学
部

の
高
橋
徳
行
教
授
は
、「
社
会
で
は
、
主

体
性
や
創
造
力
な
ど
専
門
知
識
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
図
３
）。

し
か
し
、
専
門
知
識
さ
え
身
に
付
け
て
い

れ
ば
社
会
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
と
思

い
込
み
、
結
局
、
就
職
活
動
で
挫
折
す
る

学
生
が
多
く
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
授
業
で

企
業
が
抱
え
る
課
題
に
取
り
組
み
、
社
会

で
求
め
ら
れ
る
力
を
知
り
、
身
に
付
け
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

授
業
は
週
１
コ
マ
、
履
修
期
間
は
半

期
。
定
員
は
３
学
部
合
計
で
30
〜
36
人
、

前
期
は
３
年
次
、
後
期
は
２
、３
年
次
で

履
修
出
来
る
。

　

社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
の
涵
養
だ
け
で

な
く
、
専
門
分
野
の
学
び
の
深
化
も
狙
い

の
一
つ
だ
。「
予
備
調
査
の
授
業
で
は
、

経
済
学
部
の
学
生
は
企
業
活
動
の
実
態
に

つ
い
て
、
人
文
学
部
の
学
生
は
企
業
文
化

を
探
る
と
い
う
よ
う
に
、
学
部
の
専
門
性

に
応
じ
て
役
割
を
分
担
し
ま
す
。
学
部
の

授
業
で
は
意
識
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、

社
会
に
お
け
る
自
分
の
専
門
の
意
義
に
気

付
く
と
同
時
に
、
知
識
不
足
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た

気
付
き
や
反
省
が
、
学
部
で
の
学
び
に
も

良
い
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ま
す
」
と
、

高
橋
教
授
は
期
待
を
寄
せ
る
。

　

人
文
学
部
４
年
の
田
原
菜
々
美
さ
ん

は
、「
報
告
書
を
作
る
時
、
私
は
デ
ザ
イ

ン
に
こ
だ
わ
り
、
イ
メ
ー
ジ
で
も
訴
え
か

け
る
表
現
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

観
点
は
、
経
済
学
部
や
社
会
学
部
の
学
生

に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
人
文
学
部
の

独
自
性
を
示
せ
、
大
き
な
自
信
に
な
り
ま

し
た
」
と
話
す
。
ま
た
、
履
修
し
た
学
生

が
特
に
実
感
す
る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
だ
と
い
う
。
社
会
学
部

４
年
の
中
野
大
樹
さ
ん
は
、「
学
部
の
ゼ

ミ
で
は
率
先
し
て
発
言
し
な
く
て
も
議
論

は
順
調
に
進
む
こ
と
が
多
く
、
自
分
の
意

見
を
強
く
主
張
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
三
学
部
横
断
型
ゼ

ミ
で
は
発
言
し
な
い
と
議
論
が
全
く
進
み

ま
せ
ん
。
積
極
的
に
発
言
し
、
議
論
す
る

こ
と
が
相
互
理
解
を
深
め
る
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
学
問
の
場
で
こ
の
よ
う
な
体

験
が
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
す
。

　

総
合
大
学
の
利
点
を
生
か
し
、
学
部
横

断
型
の
履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
生
に
提
供

し
て
い
る
の
が
、
中
央
大
と
埼
玉
大
だ
。

　

中
央
大
の
「
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
リ
ン
ケ
ー

ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｌ
Ｐ
）」
は
、
所

属
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
プ
ラ
ス
し
て

学
ぶ
、
全
学
部
共
通
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

「
環
境
」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」「
国
際
協

力
」「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
科
学
」「
地
域
・

公
共
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
設
定
し
、
テ
ー

マ
に
則
し
た
科
目
を
履
修
し
な
が
ら
、
学

際
的
な
知
識
の
習
得
と
問
題
解
決
能
力
の

習
得
を
目
指
す
。

＊プロフィールは取材時（2010年2月）のものです

他
学
部
生
と
の
協
働
を
通
じ
て

自
身
の
専
門
の
意
義
に
気
付
く

武
蔵
大

「
三
学
部
横
断
型
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

意
識
の
高
い
先
輩
の
言
動
に

触
発
さ
れ
て
意
欲
が
高
ま
る

中
央
大

「
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｌ
Ｐ
）」

図3 企業が求める人材像

図2 武蔵大「三学部横断型ゼミナール・
プロジェクト」の授業の進め方

企業からの課題は「ＣＳＲ（＊）報告書の作成」。
企業担当者から会社概要の説明を受ける

学部ごとに分かれて担当企業について徹底的
に調査し、後半での「ＣＳＲ報告書」の実制
作に必要な方針や内容の予備調査を行う

各学部の中間発表を受けて、三学部横断チー
ムで「ＣＳＲ報告書」の編集方針、構成、デ
ザインなどを話し合い、実制作を行う

課題を提供した企業に対して、実際に制作し
た報告書を報告する

＊corporate social responsibility。企業の社会的責任

1

4

2

3

※全１２項目のうち、上位５つを抜粋。数値は東証一部上場
企業を対象とした調査結果
出典／経済産業省「社会人基礎力に関する緊急調査」（06
年４月）

主体性 物事に進んで取り組む 84.8%

実行力 目標を設定し行動する 81.0%

課題発見力 状況分析による課題・目的の設定 79.1%

柔軟性 意見や立場の違いを理解する 71.5%

創造力 既存の発想にとらわれず解決法を考える 67.7%

43 Apri l  2010



　

各
学
部
の
開
講
科
目
の
う
ち
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
指
定
す
る
講
義
科
目
（
20
単
位
）
と
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
独
自
に
開
講
す
る
演
習
科

目
（
12
単
位
）
を
、
２
〜
４
年
次
に
継
続

し
て
履
修
し
、
修
了
時
に
は
所
属
学
部
の

主
専
攻
と
同
程
度
の
専
門
性
が
身
に
付
く

よ
う
に
体
系
化
し
た
。
定
員
は
各
プ
ロ
グ

ラ
ム
40
人
。
履
修
者
は
、
１
年
次
11
月
に

実
施
さ
れ
る
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
に
よ

る
書
類
選
考
と
面
接
等
で
決
ま
る
。
学
事

部
教
務
総
合
事
務
室
の
松
井
秀
晃
副
課
長

は
、「
03
年
度
の
開
始
以
来
、
認
知
度
は

年
々
高
ま
り
、
Ｆ
Ｌ
Ｐ
を
受
講
し
た
く
て

本
学
を
選
ん
だ
と
い
う
学
生
も
い
ま
す
」

と
、
人
気
の
高
さ
を
話
す
。

　

学
び
の
中
心
は
独
自
に
設
け
る
演
習
科

目
（
ゼ
ミ
）
だ
。
３
年
間
、
同
じ
テ
ー
マ

の
ゼ
ミ
を
選
ぶ
学
生
も
い
れ
ば
、
関
心
に

合
わ
せ
て
違
う
テ
ー
マ
の
ゼ
ミ
に
替
え
る

学
生
も
い
る
。
国
際
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
所

属
の
法
学
部
４
年
の
内
村
文
香
さ
ん
は
、

「
２
、３
年
生
の
時
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
関
心
が

あ
り
開
発
経
済
学
の
ゼ
ミ
を
選
び
ま
し
た

が
、
３
年
生
の
時
に
行
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
の
調
査
で
英
語
力
不
足
を
痛
感
し
、
４

年
生
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ゼ
ミ
に
し
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

他
学
部
や
他
学
年
の
学
生
と
同
じ
ゼ
ミ

で
学
ぶ
こ
と
は
、
大
き
な
魅
力
に
な
る
よ

う
だ
。
内
村
さ
ん
は
、「
専
門
知
識
が
豊

富
で
意
識
の
高
い
先
輩
と
接
す
る
の
は
、

大
き
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
力

不
足
を
突
き
付
け
ら
れ
落
ち
込
む
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
か
え
っ
て
や
る
気
に
な

り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　

商
学
部
の
中
迫
俊
逸
教
授
は
、「
学
部

の
ゼ
ミ
と
並
行
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ゼ
ミ

を
履
修
す
る
の
は
大
変
で
あ
る
が
故
に
、

履
修
生
の
意
識
は
皆
、
高
い
。
そ
う
し
た

先
輩
に
間
近
で
接
す
る
後
輩
も
ま
た
、
高

い
意
欲
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
い
う
理

想
的
な
サ
イ
ク
ル
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
で
は
な
く
学
び
の
場
で
他
学
部

の
先
輩
と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
の
姿
か
ら

も
学
び
を
得
ら
れ
る
の
は
、
Ｆ
Ｌ
Ｐ
な
ら

で
は
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」
と
評
価
す
る
。

　

埼
玉
大
で
は
、
早
く
か
ら
副
専
攻
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
英
語
、
情
報
の
共
通
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
、
全
学
開
放
型
の
教
養
教
育
を
展

開
し
て
き
た
。
05
年
度
に
は
、
今
日
的
な

課
題
や
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
、

視
野
を
広
げ
る
「
テ
ー
マ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
導
入
。
共
生
社
会
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
長
の
藤
林
泰
教
授
は
、「
今
の
学
生

は
、
社
会
の
出
来
事
に
は
、
問
題
集
の
よ

う
に
『
正
解
』
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
社
会
の
さ
ま
ざ

ま
な
価
値
観
や
考
え
方
を
知
り
、
自
分
で

考
え
る
力
を
付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し

た
」
と
、
そ
の
狙
い
を
話
す
。

　

テ
ー
マ
は
３
つ
。「
社
会
と
出
会
う
」

は
、
社
会
人
講
話
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
体
験
学

習
な
ど
を
通
し
て
社
会
の
一
端
に
触
れ

る
。「
環
境
を
知
ろ
う
」
は
、
環
境
関
連

科
目
の
習
得
、
森
林
育
成
活
動
な
ど
の
実

習
を
通
し
て
循
環
型
社
会
の
実
現
を
考
え

る
。「
世
界
を
翔
け
る
」で
は
、国
際
政
治
・

経
済
、
途
上
国
問
題
な
ど
を
学
ぶ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
定
科
目
の
20
単
位
以

上
修
得
が
修
了
要
件
で
、
履
修
の
順
序
な

ど
の
規
定
は
な
い
。
１
〜
３
年
次
前
期
は

科
目
を
自
由
に
履
修
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

修
了
認
定
が
欲
し
い
と
い
う
学
生
は
、
３

年
次
後
期
に
登
録
の
意
思
表
示
を
す
る
。

　

特
徴
の
一
つ
は
、
学
部
横
断
の
グ
ル
ー

プ
討
論
や
体
験
学
習
が
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
大
学
院
理
工
学
研
究
科
の
坂
本

和
彦
教
授
は
、「『
環
境
を
知
ろ
う
』
で
は
、

２
泊
３
日
の
合
宿
中
に
植
林
や
発
電
施
設

見
学
を
し
ま
し
た
。
環
境
問
題
を
、
自
分

の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

異
な
る
学
問
分
野
に
触
れ
て
視
野
を
広

げ
る
こ
と
も
、
狙
い
の
一
つ
だ
。
国
際
開

発
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
丹
呉
圭
一
教

授
は
、「
例
え
ば
、
健
康
問
題
を
考
え
る

時
、
汚
染
物
質
で
あ
れ
ば
理
学
系
、
身
体

へ
の
影
響
で
あ
れ
ば
医
学
系
の
知
識
が
必

要
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
背
景

と
し
て
国
の
法
律
や
税
制
、
歴
史
や
宗
教

ま
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要

な
周
辺
知
識
を
学
ぶ
こ
と
で
、
自
身
の
専

門
の
重
要
性
に
気
付
く
と
共
に
、
他
分
野

と
の
連
携
の
重
要
性
を
知
る
の
で
す
」

　

09
年
度
に
は
「
世
界
を
翔
け
る
」
の
発

展
形
と
し
て
、
国
際
開
発
の
専
門
知
識
や

英
語
力
の
強
化
を
目
指
し
た
特
別
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ー
ス
」
を

始
め
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
以
上
の
学

生
を
対
象
と
し
、
定
員
は
20
人
。
２
年
次

に
は
１
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
赴
く
。

　

教
養
学
部
１
年
の
鈴
木
友
里
さ
ん
も
、

留
学
を
目
指
す
１
人
だ
。「
高
校
時
代
か

ら
人
種
問
題
や
国
際
問
題
に
関
心
が
あ
り

ま
し
た
。
留
学
で
英
語
力
を
磨
き
、
広
い

視
野
を
身
に
付
け
て
帰
国
後
の
勉
強
に
生

か
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ

正
解
は
一
つ
で
は
な
い
と
知
る

埼
玉
大

「
テ
ー
マ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
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複
数
学
部
の
学
生
が
集
ま
る
学
習
法
に

は
次
の
よ
う
な
成
果
が
見
ら
れ
た
。

◎
自
分
の
関
心
の
範
囲
内
で
考
え
が
ち
な

学
生
に
刺
激
を
与
え
、
す
ぐ
に
正
解
を
求

め
る
意
識
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
ら
れ
る
。

◎
一
つ
の
テ
ー
マ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
あ
り
、
解
決
策
も
さ
ま
ざ
ま
だ

と
気
付
く
こ
と
が
出
来
る
。

◎
自
分
の
専
門
知
識
や
能
力
を
相
対
的
に

把
握
出
来
、
そ
れ
を
基
に
学
び
の
目
標
を

具
体
的
に
想
定
し
や
す
く
な
る
。

　

同
様
の
教
育
手
法
と
し
て
、「
副
専
攻
」

等
の
呼
び
方
で
他
学
部
科
目
を
積
極
的
に

履
修
さ
せ
る
大
学
も
あ
る
。
専
門
分
野
以

外
に
も
多
様
に
学
べ
る
仕
組
み
や
、
自
分

を
相
対
的
に
と
ら
え
さ
せ
る
仕
組
み
の
有

無
も
、
大
学
選
択
の
視
点
の
一
つ
と
な
る

だ
ろ
う
。

＊プロフィールは取材時（2010年2月）のものです

大
き
な
刺
激
が
得
ら
れ
る

他
学
部
混
在
の
授
業

ま
と
め

武
蔵
大

経
済
学
部
経
営
学
科
３
年

五
十
嵐
潤
也

（
栃
木
県
立
宇
都
宮
北
高
校
卒
業
）

中
央
大

法
学
部
政
治
学
科
２
年

中
西
英
一
郎

（
東
京
都
立
八
王
子
東
高
校
卒
業
）

埼
玉
大

経
済
学
部
経
営
学
科
２
年

高
橋
史
子

（
山
形
県
立
山
形
西
高
校
卒
業
）

　

三
学
部
横
断
型
ゼ
ミ
で
は
、
人
の
意
見
を
尊

重
す
る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。
以
前
は
、
チ
ー

ム
で
取
り
組
む
課
題
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自

分
で
出
来
る
こ
と
は
全
部
１
人
で
し
て
し
ま

い
、
人
に
頼
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
自
身
、
そ
れ
で
は
社
会
で
通
用
し
な
い
と
自

覚
し
て
い
た
の
で
、
三
学
部
横
断
型
ゼ
ミ
で
は
、

人
の
意
見
を
尊
重
し
て
柔
軟
に
対
処
す
る
よ
う

に
意
識
し
ま
し
た
。

　

経
済
学
部
の
学
生
は
、
あ
る
程
度
ゴ
ー
ル
を

描
き
、
効
率
的
に
物
事
を
組
み
立
て
て
い
き
ま

す
が
、
人
文
学
部
の
学
生
は
未
知
の
可
能
性
も

探
し
て
み
る
と
い
う
よ
う
に
、
学
部
に
よ
っ
て

研
究
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
意
見
が
衝
突
す
る
こ
と
が
度
々

あ
り
ま
し
た
。
私
も
最
初
は
経
済
学
部
寄
り
の

考
え
で
し
た
が
、
頭
を
切
り
替
え
、
ゼ
ミ
が
終

わ
っ
た
後
に
も
他
学
部
の
学
生
と
少
し
気
楽
な

モ
ー
ド
で
話
し
て
み
た
り
、
そ
の
声
を
経
済
学

部
の
学
生
に
伝
え
た
り
し
て
、
対
立
す
る
意
見

の
間
に
立
っ
て
調
整
役
を
務
め
る
こ
と
に
徹
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、全
員
の
ベ
ク
ト
ル
が
合
っ

て
き
て
、
質
の
高
い
報
告
書
が
完
成
し
、
自
分

の
果
た
し
た
役
割
に
も
自
信
が
持
て
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｌ
Ｐ
に
所
属
す
る
前
と
後
で
は
、
学
生
生

活
が
が
ら
り
と
変
わ
り
ま
し
た
。
法
学
部
に
は

司
法
試
験
や
公
務
員
試
験
を
受
け
る
学
生
が
多

く
、
個
人
で
取
り
組
む
勉
強
が
中
心
で
す
。
ま

た
、
授
業
は
、
高
校
の
授
業
と
同
じ
よ
う
に
、

出
さ
れ
た
課
題
に
答
え
る
学
習
が
大
半
で
し

た
。

　

一
方
、
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
授
業
で
は
、
問
い
を
立
て

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
特
に
、
私
が
所

属
す
る
ゼ
ミ
の
先
生
は
、
細
か
く
指
示
を
し
ま

せ
ん
が
、
結
果
は
厳
し
く
求
め
ま
す
。
テ
ー
マ

設
定
も
研
究
の
進
め
方
も
す
べ
て
自
分
自
身
で

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
、
自
分
で
学
習

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

受
け
身
の
学
習
に
飽
き
足
ら
な
い
人
、
主
体
的

な
学
習
姿
勢
を
身
に
付
け
た
い
人
に
は
お
薦
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

学
問
の
場
で
先
輩
や
他
学
部
の
学
生
と
か
か

わ
れ
る
の
が
、
Ｆ
Ｌ
Ｐ
の
大
き
な
魅
力
で
す
。

特
に
、
意
識
の
高
い
先
輩
か
ら
得
る
も
の
は
大

き
く
、
専
門
知
識
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
に
対

す
る
姿
勢
で
も
後
輩
の
模
範
と
な
る
よ
う
、
Ｆ

Ｌ
Ｐ
の
場
で
自
分
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
09
年
度
の
前
期
に
「
社
会
と
出
会
う
」

の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
出
会
う
」
と
い
う
科
目
を
履
修

し
ま
し
た
。
経
済
学
部
は
座
学
に
よ
る
講
義
が

中
心
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
り
、
外

部
の
方
と
接
し
た
り
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
視
野
を
広
げ
た
い
と
い
う
思
い
で
、

テ
ー
マ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
し
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
イ
ン
ド
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
国
な
ど
の
方
々
と
交
流
し
、

日
本
語
教
室
の
講
師
、
七
夕
祭
り
の
出
店
や
子

ど
も
の
宿
題
の
手
伝
い
な
ど
を
し
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
一
番
変
わ
っ
た
の

は
、
世
界
へ
の
視
野
が
広
が
っ
た
こ
と
で
す
。

外
国
人
と
親
し
く
接
す
る
う
ち
に
外
国
の
状

況
や
文
化
の
違
い
を
知
り
、
他
人
事
の
よ
う
に

思
っ
て
い
た
海
外
で
の
出
来
事
や
ニ
ュ
ー
ス
も

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
人
へ
の
支
援
を
熱
心
に
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

人
た
ち
と
の
出
会
い
も
、
大
き
な
刺
激
に
な
り

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
交
流
は
今
も
続
け
て
い

ま
す
。
３
年
生
に
な
る
と
専
門
科
目
の
履
修
で

忙
し
く
な
り
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
時
間
を

作
っ
て
国
際
交
流
の
活
動
は
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

専
門
性
が
違
う
か
ら
こ
そ

調
整
力
が
必
要
だ
と
痛
感

主
体
的
な
学
習
姿
勢
が

自
然
と
身
に
付
い
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
で

世
界
へ
の
視
野
が
広
が
る

学 生 V O I C E

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

◎
今
回
の
内
容
に
関
す
る
ご
感
想
や
ご
意
見
、
今
後
取

り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
な
ど
、
編
集
部
に
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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